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今⽇お伝えする結論

親切w丁寧zDMほy1反応率�Oがっvいる2

逆{1<少し不親切なDM=~⽅が1反応率が2倍以N{跳}Nがるケースが多発しvいます2

脳科学の事実をもxに1紙DMw<即⾏動=を⽣む⾔葉の設計図を共有します2
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03 METAPHOR
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" if no danger, then no action. "
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05 RESEARCH 2
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Shiv & Fedorikhin (1999)

<Heart and Mind in Conflict=
Journal of Consumer Research
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06 INSIGHT

2つの研究が導く結論

離脱選択回避情報過多

DM{必要z~�<丁寧さ=で�zく<感情を動かす設計=である。



07 TECHNIQUE 1
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08 5 PATTERNS

<1⾏の不親切=5つのパターン

1
期待破壊型

<そ¼を求めvい»⼈{�時間~無駄wす=

B2B‧⾼単価‧コンサル

2
能⼒選別型

<考えzい⼈�ここwやめvください=

本格サービス全般

3
不安先出し型

<多分、途中w嫌{z»x思います=

継続型‧LTV重視

4
価値観選別型

<効率重視~⼈x�相性|悪いwす=

理念‧ブランド訴求

5
覚悟確認型

<続けら¼zい⼈�最初{ら来zいwください=

講座‧コミュニティ



09 DEEP DIVE 1

パターンde 詳細

d 期待破壊型

<楽して結果が出»⽅法²探してい»z¹1こ~DM�あz
�~時間²無駄{します=

効果：<⾃分�楽²求めてzい！=と無意識{反論2⾃⼰弁護‧

⾃⼰説得スイッチが⼊»2

向いている業種：B2B｜⾼単価サービス｜コンサル｜経営者向
け講座

e 能⼒選別型

<⾔わ¼�通º{やº�い⽅{�1向いていませ³=

効果：<⾃分�考え»側~⼈間�=という⾃⼰概念²刺激2<選

�¼»側=→<選ぶ側=へ視点反転2

向いている業種：本格派サービス全般｜⼠業｜専⾨家｜⾃律的

顧客が欲しい業種



10 DEEP DIVE 2

パターンfg 詳細

f 不安先出し型

<正直1途中w思っvい�~x違うx感x»⽅²いまy=

効果：扁桃体~警戒が先{解除さ¼1能動的z判断スイッチが

⼊»2クレーム率↓‧LTV↑‧úピーø率↑2

向いている業種：サブスク｜継続契約｜⾼LTV業種

g 価値観選別型

<短期的z効率�け²求±»⽅x�1正直相性が良くあºま

せ³=

効果：脳が<⾃分�yっ�側？=x分類²始±»2共感w�⼈

{強い同盟意識が⽣ま¼»2

向いている業種：理念ùúブン企業｜ブùンù訴求｜会社~思

想²打�出w�い時
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12 FRAMEWORK

3部構成<否定→対象→救済=

1

STEP 1：否定
感情‧警戒⼼²起こy

<楽wv結果|出»x思う⽅{�向い

vい~{³=

→<⾃分�そ~タイプx³zい！=x

⾃⼰防衛|起動

2

STEP 2：対象
⾃⼰概念{フック²{け»

<⾃分w考え、試w、修正w}»経営

者向け{書いvい~y=

→<あ¼、⾃分~こx{²…？=x⾃⼰
肯定|始~»

3

STEP 3：救済
背中²押y

<そういう⽅z¹、遠回º{z{成果

|出{~y=

→ 問合{‧申込�‧購⼊アクションへ



13 TECHNIQUE 2 + PAPER DM

ファクト×質問 × 紙DMへの応⽤

ファクト×質問設計

思い込�を崩しvから本題{⼊»⼿法

質問を出y

A/B/C選択

正しい÷ータ提⽰

直感x~差異体験

扁桃体沈黙

防衛モーùw�zく<再学習モーù=w読~{»。反論を⽣~z{前提を書き換え

ら¼»。

紙DMへの実装マップ

封筒表⾯ 期待破壊型~1⾏ 
² 開封率±

A4冒頭 ファクø×質問 
² 思い込�を崩
y

A4中段 3部構成ÿ否定²
対象²救済Ā² 
刺さ»

QRコード DMøラッカー動
画へ ² 熱量w決
断

返信票 覚悟確認型~1⾏ 
² 冷やかし排除



14 ACTION PLAN

今⽇から使える5つのアクション
1 封筒‧úーù⽂{<1⾏だけ不親切z⾔葉=を⼊¼»

2 5パターンから業種{合うものを選ぶ
期待破壊‧能⼒選別‧不安先出し‧価値観選別‧覚悟確認

3 本⽂を<否定→対象→救済=の3部構成w組み⽴v»

4 冒頭{ファクø×質問を仕込み、思い込みを崩しvから本題{⼊»

5 QRコーùw動画遷移を設計し、DMøùッカーw反応を個別計測す»

<感情を揺さぶ»こx=だけを最優先に設計す»。こ¼が令和のDMwす。
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